
 

 

 

物  質  名 メチル-t-ブチルエーテル ＤＢ－52 

別  名 2-メトキシ-2-メチルプロパン 
MTBE 

CAS 番号 1634-04-4 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-3220 

構 造 式 
 

 

分子式 C5H12O 分子量 88.15 
沸点 55.2℃ 1) 融点 －108.6℃ 1) 
蒸気圧 250 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 3.6 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.94 3) 水溶性 48 g/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50   4,000 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50  23,576 ppm ( 84,900 mg/m3 )（4h）5)  
 マウス 経口 LD50   5,960 µL/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 141,000 mg/m3（15min）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、90、440、1,750 mg/kg/day を 28 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、投与後

に 90 mg/kg/day 以上の群で一時的な流涎、440 mg/kg/dy 以上の群で一過性の活動低下、運動

失調を認めた。また、440 mg/kg/day 以上の群の雄で腎臓相対重量の有意な増加、尿細管で硝

子滴の生成、1,750 mg/kg/day 群の雌雄で血中コレステロール、肝臓相対重量、雄で副腎相対

重量の有意な増加を認めた。この結果から、NOAEL は 90 mg/kg/day（暴露状況で補正：64 
mg/kg/day）であったが、硝子滴の生成はα2u-グロブリンの関与によると考えられており 6) 、

これに伴う腎障害は雄ラットに特有な影響として知られている 7) 。 
・ラットに 0、100、300、900、1,200 mg/kg/day を 90 日間（7 日/週）強制経口投与した結果、

1,200 mg/kg/day 群で麻酔作用がみられ、雄の 900 mg/kg/day 以上の群で腎臓の絶対及び相対重

量、肝臓相対重量の有意な増加、1,200 mg/kg/day 群で肺の絶対及び相対重量の有意な増加を

認めた。雌では、300 mg/kg/day 以上の群で腎臓相対重量の有意な増加、1,200 mg/kg/day 群で

体重増加の有意な抑制、副腎相対重量の有意な増加を認めた 8) 。この結果から、NOAEL は

100 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、2,880、14,400、28,800 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

14,400 mg/m3 群で一過性の活動低下、28,800 mg/m3 群で活動低下、運動失調、体重増加の有意

な抑制を認めた。また、雄の 2,880 mg/m3 以上の群で肝臓、腎臓、副腎重量の増加、GOT、
GPT の低下、28,800 mg/m3 群の顎下リンパ節でリンパ球過形成の発生率増加、雌では 14,400 
mg/m3 以上の群で肝臓、腎臓重量の増加、28,800 mg/m3 群で副腎重量の増加、GOT、GPT の

低下に有意差を認め、雄の 28,800 mg/m3 群の尿細管で硝子滴の増加がみられた 9) 。この結果

から、LOAEL は 2,880 mg/m3（暴露状況で補正：510 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、1,440、10,700、28,800 mg/m3 を 104 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

用量に依存した慢性進行性腎症の悪化による死亡率の増加がみられ、雄の 28,800 mg/m3 群は

82 週、10,700 mg/m3 群は 97 週で実験を終了した。10,700 mg/m3 以上の群で眼瞼痙攣、活動低
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下、運動失調、驚愕反射の消失、眼周辺部の腫れ、流涎がみられ、28,800 mg/m3 群で運動失

調は暴露後も短時間継続した。また、10,700 mg/m3 以上の群の雌で肝臓の絶対及び相対重量、

腎臓相対重量の有意な増加、28,800 mg/m3 群の雌雄で有意な体重増加の抑制を認めた 10) 。こ

の結果から、NOAEL は 1,440 mg/m3（暴露状況で補正：260 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1,440、10,700、28,800 mg/m3 を吸入（6 時間/日）させて実施した二世代試験の結

果、28,800 mg/m3 群の F2 で 4 日生存率の有意な低下、10,700 mg/m3 以上の群の F1、F2 の授乳

期で有意な体重増加の抑制を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は 1,440 mg/m3（暴露状況で

補正：260 mg/m3）であった。 
・マウスに 0、3,600、14,400、28,800 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入（6 時間/日）さ

せた結果、28,800 mg/m3 群で着床後胚損失率の有意な増加を認めた。また、胎仔では 14,400 
mg/m3 以上の群で低体重、頸部・胸部椎体や胸骨分節の骨化遅延、28,800 mg/m3 群で口蓋裂、

頭骨や前肢等の骨化遅延の発生率に有意な増加を認め、28,800 mg/m3 群で生存率及び雄胎仔

の割合に有意な減少を認めた 12) 。この結果から、NOAEL は 3,600 mg/m3（暴露状況で補正：

900 mg/m3）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・直接胆石溶解療法剤としての使用が 1985 年に初めて報告 13) されており、嘔吐が 1 例みられ

た程度であったが、その後症例の増加と共に吐気、嘔吐、食欲不振、不快感、血圧低下、頭

痛、動悸、灼熱感、肝酵素の増加、気管支炎、嗜眠、昏睡、溶血、無尿症を伴った急性腎不

全、胆嚢炎などの副作用が報告されている 14,15,16) 。 
・男性ボランティア 10 人に 0、18、90、180 mg/m3 を 2 時間吸入させたところ、臭気に対する

訴えが強く、鼻腔通気度の有意な低下がみられたものの用量依存性はなく、不快感や眼、鼻、

咽頭への刺激性、中枢神経系への影響もなかった 17) 。 
・本物質を 10％含むガソリン運搬車の運転手 101 人（対照群：牛乳運搬車の運転手 100 人）を

対象にした調査の結果、ガソリン運搬車運転手で週末の疲労症状の有意な増加を認め、この

うち 20％の運転手で頭痛、眩暈、吐気、呼吸困難、唾液排出刺激の訴えがあったが、対照群

でこれらの訴えは運転手の 1％であった。なお、ガソリン積込み時、荷降し時の炭化水素濃

度は 32～589 mg/m3、75～628 mg/m3、本物質濃度は 3～42 mg/m3、4～98 mg/m3 であった 18) 。

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 19) TLV-TWA 50 ppm （180 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 100 mg/kg/day（腎臓

の相対重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 10 mg/kg/day を暫定無毒性

量等に設定する。 
吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1,440 mg/m3（肝臓及

び腎臓重量の増加、眼周辺部の腫れなど）を採用し、暴露状況で補正した 260 mg/m3 を暫定無
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毒性量等に設定する。 
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